
高知県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書第11集

高知県香美郡香我美町

稗 遺 跡地
H

山南川河川改修工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

1993.3 

財団法人 高知県文化財団

埋蔵文化財センター





稗 地 遺 跡
HIE 11 

高知県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書第11集





序文

平成3年度に実施しました、香美郡香我美町「稗地遺跡Jの調査報告

書を刊行する運びとなりました。

平成3年4月に埋蔵文化財の調査・研究及び普及啓蒙についての中心機

関となるべく埋蔵文化財センターが開設されましたが、県民の皆様方の

温かいご理解とご協力により、その運営もょっゃく軌道に乗ってまいり

ました。県民共有の文化的財産であります埋蔵文化財の保護体制を充実

させることにより、県民文化の振興により一層尽力する所存でございま

すので今後ともご協力の程よろしくお願し、申しあげます。

今回の調査は、山南川水系河川改修工事に先立ち、 (財)高知県文化

財団埋蔵文化財センターが高知県南国土木事務所の委託を受け、遺跡の

記録保存のため実施したものです。

本書が文化財の研究及び保護の一助としてご活用いただければ幸いに存

じます。

最後に、調査に際しご協力、ご援助いただきました高知県南国土木事

務所並びに高知県教育委員会、香我美町教育委員会、地元稗地地区の皆

様方をはじめ、調査関係者各位に厚くお礼申しあげます。

平成5年3月

(財)高知県文化財団埋蔵文化財センター

所長 小橋一民



本書は、山南川河川改修工事に伴う稗地遺跡 (香我美町上分字稗地に所在)の発掘調査報告

例

書である。

発掘調査は、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが高知県の委託を受け、平成3年2. 

10月 28 日 ~II 月 28 日の聞に実施 した。 整理作業は平成 4 年度に実施した。

発掘調査体制は以下の通りである。3 

-調査員

社会教育主事)松田知彦(高知県教育委員会文化振興課

幹)主同出原恵三(

-事務担当

事業課長)浩((財)高知県文化財団埋蔵文化財センター山崎

幹)主同三浦康寛(

-調査協力

調査員)|司近森泰子(

調査員)同藤方正治(

本書の執筆・編集は松田知彦が行った。4. 

遺物整理・図面作製等の作業においては竹村延子・大原喜子・山中美代子・ 宮地佐枝・矢野

雅氏の協力を得た。

5. 

をはじめ(財)高知県文化財団埋蔵本報告書作製にあたっては、出原恵三氏(高知県教委)6. 

文化財センターの各調査員の方々から貴重な助言、教示を得た。記して深く感謝の意を表した

し、。

発掘作業においては、地元稗地地区を中心とする下記の方々の協力を得ることができた。記7. 

して深く感謝の意を表したし、。

睦十万照子岩河岩河美枝子重通貞岡宣重佐野

子徳古川正子久家万喜水田三湖

節子

長崎

馬地

糸恵

美益

吉川

日Ij役



1. 遺跡名

2. 所在地

3.立地

4.種類

5. 調査主体

6. 調査契機

7. 調査期間

8. 調査面積

9. 検出遺構

報告書要約

稗地遺跡

香美郡香我美町上分字稗地

香我美町東部山南川左岸標高約22.5m

弥生・古墳時代、中世(集落跡)

(財)高知県文化財団埋蔵文化財センタ一

山南川河川改修工事

平成3年10月28日~日月 28日

500 m' 

〔弥生時代後期~古境時代初頭JST6棟 SK 1基

〔中世JSK4基、 SD2条、 P3基

〔時期不明JSA 1列、 SDl条、 P多数

10. 出土遺物 弥生土器、古式土師器、土師質土器、青磁、瓦質土器、鉄鎖、鉄製穂摘具

11. 内容要約 今次調査では弥生後期~古墳時代の初頭の竪穴住居杜を 6棟 (円形3.方形

3)検出した。そのうち円形住居社と方形2棟にベッド部を有する。また一括

資料としてSK3、中世の一指資料としてP7から良好な遺物が得られた。鉄製

穂摘具ーをはじめ、鉄器資料の豊富さも特記できょう。
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第I章調査に至る経過

香宗川中小河川改修関連工事は、農業用導水路の系統的整備によって農地の効率利用を図り

又、治水も合わせ目的として計画が進められた。その一環として香宗川の支流である山南川河川

改修工事が計画されたが、 当該事業計画区域内には周知の埋蔵文化財包蔵地で、ある稗地遺跡、が存

在し、弥生時代~古墳時代の遺物が確認されていたO すでに、稗地遺跡の周辺においては拝原遺

跡や十万遺跡など当該期の遺跡が立地しており、稗地遺跡も山南川流域に展開する一連の集落遺

跡となることが考えられ、当地域の歴史を明らかにするうえで重要な位置を占める可能性があ

る。当該工事指十画通り実施されれば地下の埋蔵文化財も甚大な景簿を受ける為に、文化財保護部

局である高知県教育委員会及び香我美町教育委員会は、高知県南国土木事務所と協議を行い、その

結果遺跡内の工事対象区域500m
2
について記録保存のための全面発掘を実施することになった。

発掘調査業務は財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが担当し、 平成3年10月28日~

11月28日に行われた。

稗地地区の集落と発掘調査風景
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稗地遺跡 弥生・古漬・中世 1 2 棒ヶ谷遺跡 弥生 ア 八王子神社古墳 古墳

2 t芋)京 イシ 縄文 ・弥生・古墳 1 3 I!鳥呼 イシ 古墳~平安 イ 野神 .. // 

3 的場 。 弥生 1 4 卜万 // 弥生~中世 ウ 棒ヶ谷 .. // 

4 帽山 .. .. 1 5 下分違崎。 弥生 コニ I!~呼一号墳 ペシ

5 中幅 .. 弥生・古境 1 6 曽我 // 弥生~中世 オ 池の本古墳 .. 
6 下幅 ぞシ // 1 7 東野土居。 古墳~平安 カ 大崎山 ぞシ イシ

7 立花 .. 古境 1 8 ハザマ // 弥生~中世 キ ノツゴ ぞシ 。

8 宮の前 。 弥生・古墳 1 9 大東 // 古墳~平安 ク 土居山 'シ 。

9 宮の西。 // 2 0 御所の前。 弥生~中世 ケ 加治ヶ山 'シ 。

1 0 聞の芝。 古墳~中世 2 1 江見 。 古墳 コ 笹野 'シ 。

1 1 野市本村。 弥生 サ 徳普天皇 'シ 1-

第 l図 稗地逃跡の位置と周辺の泣跡(弥生~古墳)
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第H章稗地遺跡の位置と環境

稗地遺跡は、香美郡香我美IlfLl.分字稗地に所在する。香我美町は、高知県の穀倉地帝である高

知平野の東端に位置していて、北方は物部・香北・土佐山田、南方は夜須・芸西、東側は安芸、

また西側は野市・赤岡の各市町村と接している。岸本の集落南側は、黒潮洗う土佐湾である。町

のほぼ中央部を香宗川が南西へ向かつて流れ下り、下流には氾濫原性の低地を造っている。 3系

統の主要山系は北東方向に向かつて次第に高度を増しており、地質時代の第三紀末から第四紀に

かけての地盤隆起運動に際して、北東側の山地がより大きく隆起し、南西部の土佐湾恨IJがそれに

引きずられて隆起した結果であろうとされている。 (1)

遺跡所在地は、香宗川の支流である山南川左岸の氾i監原性の低地から低位段丘に続く平坦面上

に位置しており、香我美町役場(北緯 33度34分00秒・束経 133度44分49秒)の東南東約

1.7km、海岸線から北方約3.2kmの距離にあり、標高は22.5m前後で、ある。

当遺跡周辺には、高知平野の弥生時代~古墳時代を語る数多くの遺跡が存在している。中でも

最も注目されるのは、当遺跡の西方約 1.5kmにある下分遠崎遺跡である。高知県中部地域には、

古物部川が形成した自然堤防上に営まれた拠点的な大集落である田村遺跡群があるが、この下分

遠崎遺跡も、分村によって生まれた集落である。田村遺跡群は、弥生時代の初期の段階から稲作

文化を受容し、高知県中部弥生社会の中で終始その中心となった集落として知られているが、木

製品が出土しなかった。この下分遠崎遺跡がその不足・不十分な遺物を補う形となった。木製品

が出土したのは弥生中期の遺構検出面で、多量の自然木とともに、農耕具・工具・祭器などの完

形品のほかに、加工痕をもった板状・柄状・棒状の木製品が出土した。田村遺跡群から分村し、

定着した集落についての重要な資料を含んだ遺跡である。 (2)

十万遺跡からは縄文時代晩期の貯蔵穴に伴って黒色磨研の浅鉢が出土しており、その他弥生前

期・中期前葉の遺物も散見される。弥生中期後半になるとE陵上に的場遺跡や棒ヶ谷遺跡が営ま

れるが、具体的な状況は不明な点が多い。弥生時代後期になると、香宗川や山北川沿の河谷平野

に多くの小規模な集落が出現し、丘陵斜面からは査棺墓が発見されている。古墳時代になると、

中期には徳普天皇古墳が築かれ、続く後期には周辺一帯で横穴式石室を持つ古墳が数基確認され

ている。 7世紀になると徳王子古窯跡群で瓦・須恵器が焼かれるようになり、このような地域的発

展を背景として奈良・平安時代に至ると、十万遺跡、や曽我遺跡のように栄族館や郡街級の建物群

が出現するようになる。 (3)

稗地遺跡は、このような地域的発展の中で、弥生時代後期~古墳時代前期の小集落がいかに営

まれたかという問題を提示してくれる遺跡として位置づけることができょう。
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第田章調査区の概要及び調査方法

1 調査区の概要

5 

調査の対象となった面積は約500m2で、東西方向に長軸をもっ台形状の調査区である。調査区

北側はすでに河川改修工事のため断面が垂直に切られており、西側は幅員2-3mの農道である。

他方向は水田、畑地と接している。調査区全面はほぼ平坦で‘あり、調査区内の比高差は少ない。

また、調査区は水田、畑地として利用されてきており、ハウス栽培に使われていた部分もある。

なお調査区西側の一部は耕作あるいは建造物によってかなり深くまで撹乱を受けており、遺構・

遺物の検出ができなかった。

2 調査方法

まず調査区東側について厚さ 10~ 20cm の耕作土を重機で削ぎ取った後、人力で、精査したとこ

ろ、耕作土直下より遺構を認めることができた。この段階で、遺構が調査区全面に広がっていると

判断し、全面発掘調査を実施することにした。

遺構の実測及び遺物取り上げについては、磁北にあわせて任意に4m毎に測量杭を設け、東西

方向に数字、南北方向にアルフアベットを打ってグリッド番号とした。
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第N章検出遺構と遺物

1 弥生・古墳時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居

ST1 (第4・5図)

9 

調査区の中央やや東よりに位置し、ほほ円形の平面プランを持つ住居力lである。直径6.5m、床

面までの深さは20cm前後である。東北の隅をSOIにより南北方向に切られている。壁面にそっ

て幅0.3~ I.I m、i官iさ5~ 15cmのベッド状遺構が伴っている。ベッドは六角形を呈し、北西方

向でとぎれている。埋土は濃茶色粘質土単純一層で、 II.皿層がベッド部となっている。ベッド

は、基底に地山部分を残し、その後版築構法により拡張するという技法でつくられている。住居

に伴う柱穴は PI~P3.P7.P8 が考えられ五角形を呈する。 P 1-P2聞は2.5m、P2-P3は3

mである。各ピットの規模は表 lに示した。中央ピットは住居壮の中心より南側に寄ってお

り、 168X92cmの楕円状をなし、深さは20cmである。部分的に段状をなしており断面は舟底状

を呈す。底部には炭化物が堆積している。また、中央ピット脇には焼土が簿く堆積している。

遺物は、住居祉の規模の割には多くない。器種別には査と鉢が多く壷が少なし、。 1.-6はラッパ

状に強く外反する査の口縁部である。 l の口唇部は上に摘み上げ、内外面共にナデている。 4~6

は口唇部に装飾を施している。 4は貝殻腹縁による押引丈、 5は貝殻腹縁による圧痕文、創立ハケ

状工具による波状文を巡らし、条線は3条である。

発は確認できるものが一点のみである。 13は口縁部が外反し、内外面共ハケ調整を施す。

鉢は6点出土している。外面はナデ調整をもつものが多い。 7・8は丸底の小型の鉢である。 9

は平底の中型の鉢。 10~ 12は中型の浅い鉢と思われる。

これらの他壷・賓の底部が14点出土している。底部の形態は、突出した平底 (14~ 16・18)4 

点、平底 (17・19・24-， 27) 6点、丸底 (20~ 23) 4点である。 ST1は弥生時代後期に属する。

第l表 ST 1 柱穴規模

ピット No 長軸×短軸(cm) 深さ (cm)

P 1 28X24 48 

2 径 20 38 

3 径 22 38 

4 径 22 31 

5 40X32 28 

6 30X28 41 

7 24X20 18 

8 26X21 15 

中央ピット 168X92 20 
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位置は第6図、規模は表-2に示した。主柱穴は

P 1-P3を想定することができる。4本柱で本来

はSD2に切られている位置に柱穴が存在したも

のと考えられる。柱穴間距離は P1-P2が2.3

m、P2-'-P3が2，8mである。各々の規模はP1が

31 X 30cm、深さ 22cm、P2は段掘りになってお

り39X29cm、深さ 51cm、P3は24X20cm、深さ

24cmである。

出土遺物は悶示できるものが少ない。 28・29

は査底部である。 28は平底から内湾気味に立ちあ

8T2 (第6図)

ST 1の北側に位置し、一辺4，5m前後の方形の竪穴住居である。東の2つのコーナーは隅丸方

形をなし、北西側のコーナーはやや角張っている。南西はSD2に切られており形態不明である。

また北西から南東方向にかけてはSD1により切られている。壁の立ち上がりは5-， 10cmであり
非常に浅し、。床面中央部に5cmの比高差をもっマウンドがあり、それに続いて中央ピットと考え

られる凹みが存在するが、形態ははっきりしない。中央マウンド部及び凹み部には広範囲にわた

りカーボンと焼土が残存し、周辺部にも広がる。 第2表 ST2 カーボン及び焼土規模

種別 |長軸×扇盃1
カーボン A 60X54 

// B 158X100 

;焼土 a 35 X 18 

。 b 8X 7 

// c 85X55 

今 d 15X 9 

イシ e 19X 18 

// f 41 X26 

名〉 E 60X57 
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がり、内面にヘラ磨きが見られる。 29の底部は断面台形状を呈し外面に指頭圧痕、内面にナデ調

整を施す。 30~ 32は費である。 30は口縁部が「く」の字状に外反し、内面に稜をなす。外面は

横方向の叩き調整を施す。 31は胴部外面ナテ調整、内面ハケ調整を施し、指頭圧痕が顕著に見ら

れる。 32は平底の底部を持つ。 33~ 35は鉢である。 33は内外面共にナデ調整を施す。 34は内面

がヘラ磨きされた浅い鉢である。 36は磨石である。 ST2の時期決定は難しいが、住居土止のプラ

ン、出土土器から一応古墳時代初頭と判断した。

ST3 (第7~9図)

調査区の東端に位置し、北側約 1/4が調査区外に出ているが、約8mの径をもっ大型の円形住

居土止であり、床面からの深さは約60cmである。中央部やや南寄を東西方向にSD2により切られ

ている。壁面にそって幅 1~ 1.8m、高さ 30--40cmのベッド、状遺構が伴っており南側約 1/3は段

状になっている。ベッド部構築の技法はSTIと異なっている。 STIは地山を基底部とし、その上

を版築により拡大しているのに対し、 ST3は地山の削り出しのみでベッド部を構成している。埋

土は I~N層であるが、 SD2 より南側では後世の削平のためか I 層が消滅している。またW層は

不明である。主柱穴はPI~P5 の他調査区外に 1~21岡考えられ、六角形か七角形を呈すること

になろう。 PI-P2'P2--P3及び P4-P5は2.5m、P3--P4は2.8mである。柱穴の規模は表

-3に示した。中央ピットは南北方向に主軸をもっ瓢箪形を呈し、住居のほぼ中央部に位置す

る。断面は舟底型で、底部にカーボン及び小礁が推穏している。また北縁部に径30cm前後、中

央ピット底面からの深さ約7cmの浅いピットが付属する。

遺物は総数約3，000点が出土している。器種別では斐41%、壷27%、鉢17%、高杯 15%の比

率となっており、聾に河内からの搬入品が一点含まれる。査には2つのタイプがある。 (a) 口縁

部が漏斗状に強く外反するもの。 (39~ 43) (b) 口縁部がゆるやかに外反しながら立ち上がるも

の。 (38・44) 40は口唇部を拡張し波状丈を施す。条線は2条が確認できる。 44は外面に縦方

向の丁寧なハケ調整を施す。内面は右下りのハケ調整。 46は底部を日11v、ている。 49は球状の胴部

を持つ査の底部と考えられる。

第3表 ST3 柱穴規模

ビット No. 長軸×短軸 (cm) 深さ (cm)

P 1 径 22 34 

2 径 20 42 

3 28X24 44 

4 46X40 49 

5 34X30 41 

中央ピット 136X 104 24 
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37・50-59は斐である。37の口縁部は僅かにラ ッパ状に外反し、口縁端部は上方へ摘み上げ

ている。外面はナデ調整、内面はハケ調整を施す。胎土中に角閃石及び雲母片を含み濃褐色に

発色する河内平野からの搬入品である。在地系の聾はすべて口縁部が f<Jの字状に外反し、

(a)口縁屈曲部内面に稜を有するもの。(57・59) (b)屈曲部内面が丸味を帯びて外反するも

のo(51-56・58)があるが、後者が多い。外面は叩き調整のみのものと叩き調整後ハケ調整を施

すもが半々の比率でみられる。内面はハケあるいはナデている。60-64・66-71は底部である

が、形態は (a)突出した平底。(60-64) (b)平底。(66-68・71) (c)丸底。(69・70) と

様々である。71は底部外面がp"、てし喝。65は小型の二子担ね土器で、内面に指頭圧痕カ頓著である。

72-81は鉢である。鉢は (a)半球形の椀状を呈するもの。(72・74・76・78・79) が多く、

(b)コップ状のもの。 (73) (c)浅い皿状のもの。(77) がある。底部は丸底のものが圧倒的に

多い。体部はハケ及びナデ調整を施すものと一部叩き調整を残すものがある。(74・75・78・80・

81) 81は内面を細くヘラ磨きしている。

高杯は完形品には恵まれていない。 82は内外面共丁寧なナデ調整を施した杯部である。83の杯

部は半球青舛犬を呈する。杯部は全面ヘラ磨きを施す。 84は大きく裾が広がり、4孔を穿つと思わ

れる。胎土中に微量ながら雲母片を含み、搬入品の可能性がある。85は磨耗が激しいが高杯脚部

である。杯部との接合部には指頭圧痕を認める。

石器は8点出土した。 86-89は打製の石庖丁である。孔はなく、かわりに88を除き両端に切

りこみがある。 90-92は磨石である。 93は砥石で、断面長方形を呈し、長辺側の中央部は二面

共凹む。

94-98は鉄鍛で、鍛身部の形態は圭頭形 (94-96)、方頭形 (97・98)である。99は方形の

断面をもっ鉄鉱茎部であると見られる。ST3は弥生時代後期に属する。

ST4 (第10・11図)

一辺5mの方形住居士止で、床面までの深さは IOcmと浅い。北西の|明から南東方向へSD3に切ら

れまた南東壁際をSK3によって切られている。ST4もベッ ド状遺構をもっ。ベッ ド吉ISは壁に沿っ

て南西壁一北東壁を巡るが、北西側では消滅している。 rコJの字状の平面プランを有するタイプ
と考えられる。ベッド部の高さは5-8cm、幅は80cm前後で、ある。埋土は I層で、日!習が東似IJベ

ッド部分を構成している。西側ベッ ド部は地山を削り出して作っており、東西で技法が異なる。ま

た北西側の一部を除き、壁に沿って内側に幅10-20cm、深さ 10cm内外の壁講を巡らしている。

主柱穴は規模と深さからP1 ~. P4 が想定される 。 各々の規模は P 1 (30X28cm 深さ50cm)、P2

(40X37cm?栄さ46cm)、P3(32X31 cm?*さ41cm)、P4(32X30cm 深さ46cm)である。柱

問距離はP1-P2(2.7m)、P2-P3(2.5m)、P3-P4 (2.8 m)、P4-P 1 (2.2m)である。

なお、 P3には径20cmの柱痕跡を認めることができる。中央ピットは住居のほぼ中央にあり、不

撃円形を呈する。 規僕は62X61cm、床面からの深さ 14cmで舟底型の断面を持つ。
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遺物は、細片も含め総数約450点出土しているが図示できるものは少ない。 l∞は査の口縁部で

ある。ラッパ状に外反し、口縁端部を上へ摘み上げている。 口唇部に幅4~ 5mm で左下りの凹線

を周囲にめぐらしている。 101 は査の底部である。 102~ 105は聾である。墾はすべて口縁部が

「く」の字状に外反する。102・103は屈曲部が丸みを帯びている。104・105は内面稜をなす。外

商は叩き調整後ナデて消しているもの (103・104)、太い叩き調整痕をそのまま残すもの (105)

がある。 105は胴部上半に粘土帯接合痕跡が認められる。 l師~ 109 の底部は106を除き平底で、山9

は底部外面を叩いている。110はいわゆる小型丸底壷である。 P5より出土した。球形の胴部から

口縁部がゆるく外反し、内面に稜を持つ。頭部外面は横方向、胴部外面は右下りのへラ磨きを施

す。内面は強い横ナデ調整を施す。P5はST4に伴うピットではない可能性がある。111・112は半

球形の椀状を呈す鉢である。113は浅い皿状の大型の鉢になると考えられる。ST4の所属時期はそ

の形態から古墳時代に入る可能性もあるが、出土土器の観察から一応弥生時代後期と判断した。

ST5 (第12・13図)

調査区西端に位置し、 l辺4.5m前後の方形住居祉で、床面からの立ち上がりは約30cmである。

西側のコーナーは鈍角をなす。南東辺は後世の撹乱により確認できない。南側 1/3をSD2により

切られており、またSD2より南側は撹乱のため観察できなし、。ST5もベッド状遺構を伴ってい

る 。 壁に沿って高さ 20cm前後、 幅0.9~ 1.0mの規模を持ち、 STIと同様に地山を削り出した上

に版築で拡張するという技法を持っている。 埋土は I ~ N層で IIJ習がベッド部となっている。 北

東側ではベッド部を僻成するE層の下に壁溝が存在することから2時期を想定しなければならな

いのかも知れない。床面には多数のピットが存在するが、主柱穴はP1 ~ P3と考えられ、各々の

柱間距離は2.6mである。他のピッ トの性格を明らかにすることはできない。中央ピットは住居

の中央よりやや南側に位置し、台汗対犬の平面プランを有する。長軸×短軸はII7X108cm、床面か

らの深さ 17cmで、西側の壁際に径24cmのピットを伴う。断面は舟底型である。

遺物はI層を中心として細片が数多く出土しているが、図示できるものは僅かである。120は

口縁部がラ ッパ状に外反する査である。外面に丁寧な右下りのハケ調整を施す。 121は球形の胴
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第 13図 ST5出土遺物
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も~

部を持つ歪であり外面はヘラ磨きされている。119は搬入品の斐である。口縁端部を上に摘み口

唇部は丸くおさめている。頭部内面に鋭い稜をなし、全体丁寧なナテ調整を施す。河内平野の土

器であり、 llJ脅から出土した。122・123は費の底部で、 122は底部外面を叩いている。 117・118

は半球形の体部に二重口縁がつく鉢で指頭圧痕が顕著で、ある。124は杯形の手裡土器で、胴音15下

端を指で絞っている。125は高杯の脚であり、 4孔を外面から穿つ。ST5からは鉄器が3点出土し

ている。126は断面方形の鍛茎であろう。127は鍛身であるが先端を欠いている。ST3出土の鉄鈴鹿

に同タイプのものが含まれる。 128は鉄製穂、摘具である。長さ 7.4cm、幅2.7cm、厚さ 3-4mm 

あり、両端を丸く折り返したもので、完全な形を保っている。 ST5の時期は出土土器から弥生後期

末~古墳初頭の中で考えなければならない。

ST6 (第14・15図)

北側約 1/4が調査区外に出ており、南半はSD2により東西に切られ、南端は現代の撹乱を受け

ているが、直径8.5m前後のほぼ円形を呈する大型の住居祉である。床から検出面までの深さは

10-26cmで、 SD2より南側で浅u、。ST6も壁面に沿ってベッド状遺構を持つ。幅1.0-1.2 m、

高さ 15cm前後であるが、 SD2より南側、及び東壁の一部では確認できない。中央ピット部を除

き埋土はI層で、 EFラインの日層目がベッド部を構成する。ベッドの構築技法は ST1 . ST5と

同様に地山の基底部の上に版築で拡張するというタイプである。主柱穴についてはSD2に切られ

ていることもあり明確にできない。中央ピットは住居の中央よりやや南寄りと考えられ、四隅が

丸くなった不整四角形を呈している。断面は東西方向が舟底型、南北方向は段をなしており、南

側半分が低い。ピット埋土は南側部分の底にカーボンを含有した層と焼土が重なり、その上を粘

質土が覆う。さらにその上にカーボンを認めることができる。これは、最初中央ピットの南半だ

けを使用していたが、なんらかの理由で北半を拡張し使用した証拠である。

遺物は細片を含め総数1，200点余が出土しているが、図示し得たのは 13点と少ない。 査は2点

出土している。 129の口縁部は外反し、端部は下方に肥厚して口唇部は外傾する面をなす。内外

面共ハケ調整。 130は装飾された口縁部である。口唇部に波状文を施し条線は4条。131-135の

底部はすべて平底である。131は底部外面に木葉の圧痕を残す。135は底部外面を叩いている。
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第 15図 ST6出土遺物

136~ 139は鉢で138を除き丸底で、内湾あるいは内湾気味に立ちあがっているo 140は高杯の

脚部で裾が「ハJの字状に開く。 4孔を穿つと思われる。外面丁寧な縦方向のヘラ磨きを施す。

141は「ハJの字状に張り出す脚部を有すると思われる高杯である。脚部と杯、部の接合部周囲に

粘土帯を張り付けヘラ状工具で押えている。外面丁寧なナテ調整を施す。ST6は弥生時代後期に

属する。

(2)土坑

SK3 (第16図)

ST4の南東壁内側にあり、 ST4を切っている。長軸1.2m、短軸1.0m、深さ35cmの|鴇丸方形

の土坑である。北側と南側の一部を除き 2段に掘り込まれており、東壁は急傾斜しているが西壁

はゆるやかに立ち上がる。北墜をSD3に切られている。埋土は困層であるが、最下層はST4のI

層と内眼の観察では差異を認めなし、。その上に焼士層、最上層にカーボンが混入した粘質土層が

共にレンズ状に堆積している。遺物は壁および沫面に貼り付いた形で完形品を含み 10数点の土器

が出土した。142は小型の重である。口縁部まで叩き出しており、口縁部外面は叩いた後縦方向

のハケ調整。胴部は外面横方向の太い叩き調整、内面右下りおよび績位のハケ調整を施す。丸底

で底部外面に大きな黒斑がある。143も斐である。口径と胴部鍛大径がほぼ同じで、胴部外面は

叩いた後ハケで消している。胴部内面上半は右下りのハケ、下半はヘラ削り後ナデている。144

は直口壷である。球形の胴部を持ち、底部は充填粘土が剥離しているが尖底になる。胴部外面は

縦および右下がりのハケ調整と縦および右下りの丁寧なヘラ磨きをしている。体部上半内面に粘

土帯の単位(幅1.5~2.0cm ) を明瞭に見ることができる。 145 ・ 146 は鉢である。 共に内湾して立

ち上がり、内面に右下がりのハケ調整を有す。外面はナデている。147は奏である。内面右下

り、外面縦方向のハケ調整を施す。148は二重口縁の壷であり、水平に近く外反する口縁に粘土

をつぎたしている。149は賓の口縁部で内外面共横方向の強いナデ調整を施す。SK3はST4を切

っているが、出土土器を見る限りではST4と変わらない。
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2 中世の遺構と遺物

(1) 土坑

SK1 (第16図)

ST4の北にあり、長さ 2.9m、最大幅 1.0m、深さはlOcm内外と浅い。中央部が僅かにくびれ

た瓢箪形をしている。床面はほぼフラットで壁は垂直に近い。内側に5個の円形または方形のピッ

トがあるが性格は不明である。埋土は I層であり、埋土中より土師質土器片、瓦質土器片、白磁

片合わせて約90点の遺物が出土している。図示できたのは4点、 150・151は土師質土器の杯で

ある。共に全体ナデ調整を施し指頭圧痕を認める。底部は観察出来ない。 152は瓦質の鍋、 153は

同じく瓦質の鍋の脚である。土坑の性格は不明である。

SK2 (第16図)

ST6の西側に隣接する東西に細長い不整形の土坑である。長軸2.2m、最大幅35cm、深さ20cm

あり中央部が最も高く東西に落ち込んで、いる。図示できるものはないが、土師質土器片が5点出土

した。

SK4 (第16図)

ST5の東側コーナ一部に位置する。長軸 1.0m、短軸50cm、深さ25cmの卵形の土坑である。

北縁に径30cmのピットを伴う。外面に叩き目を有する弥生土器片が27点と土師質土器片が5点

出土したが図示できるものはない。性格は不明。

SK5 (第16図)

調査区南西端に位置し、南北方向日m、西側は撹乱のため確認できない。深さ 28cm、土師質

土器片が数点出土した。

(2)柱穴

P5 (第17図ー156)

瓦質の鍋である。内湾しながら立ち上がり、口縁部「く|の字状に外反する。外面指頭圧痕が

顕著で、ある。

P6 (第17図-157)

高杯の脚である。内部縦穴が貫通している。外国 1/3ほど剥離しているが、丁寧なナデ調整を

施す。弥生土器であるが、他に土師質土器片が2点伴って出土したので、中世のピットと判断し

た。
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P7 (第17図-154(1)・ 154(2) ・155)

ST5の南東壁内側に位置する。長軸42cm、短軸29cm一方がやや尖った卵形のピットであ

る。東側が段状に掘り込まれており、深さは約20cmである。図示できたのは2点。他に土師質土

器片6、瓦質土器片2、弥生土器片 l、釘状鉄製品 lが出土した。 154は青磁碗である。 154(1) 

と154(2)は同一個体であるが互いに接合できる部位にはない。龍泉窯系青磁I類に分類され

る。内湾気味に立ちあがる胴部から口縁部は僅かに外反する。高台は断面四角で、高台部畳付およ

びその内部は露胎である。外面無文、内面および見込には蓮華文を片彫り施文している。 12世紀

中葉から 13世紀初頭にかけての出土が多いタイプである。 155は土師質土器の皿である。平底か

ら外反して立ちあがり、口唇音15は丸くおさめる。体部全体横ナデ調整を施す、底部外面は回転糸

切り痕を残す。

(3)溝状遺構

SD2 (第17図-158~163)

調査区全体をほぼー直線に東西に貫く幅0.9-1.2mの溝で深さ0.5-0.7m、東西で比高差が少

ない。 ST3・2・6・5の順で束から切っており、西流していたと推測される。埋土はE層からな

り下層ほど砂粒が多くなる。細片を含め約 1.000点の遺物が出土しているが、約9割lは弥生土器

片である。 158-161は平底の底部である。 161は底部外面を叩し、ている。 162は土師質土器の杯

である。内湾して立ちあがり、口縁部僅かに外反する。体部内外面共ナデ調整を施す。 163は土

師質土器の鍋である。頭部に稜を有し、全体ナデ及びハケ調整。

SD3 (第17図ー164~169)

SK3を南端とし、北西方向に伸びる長さ約 10m、幅20-40cmの溝で、深さ 20cm前後と浅

い。弥生土器片を中心として総数約 150点の遺物が出土している。 164は僅かに突出した平底底

部を持つ。 165は突出した上げ底状底部から斜上外方に直線的に立ちあがり、胴部外面に左下り

の螺旋状叩き目痕を残す。 166も上げ底状の底部を持つ。内外面共にヘラ状工具によるナデ調整

を施す。 167は僅かに残る平底底部を持つ。 168は高杯である。内外面共にハケ調整の下地の上に

ヘラ磨きを施している。 169は瓦質土器の鍋である。

3 その他の遺構と遺物

(1)遺構

SA1 (第18図)

ST4の北西に位置する柵列である。規模は3間 (5.46m)でP1よりほぼ北東方向に向かう。柱

穴の平面プランはほぼ円形を呈し、径25-30cm、深さ 17-50cmで柱間距離は1.78-1.90mで
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ある。 P4には径約 18cmの柱痕跡を認めることができ、また径 12cmの小ピットが付属してい

る。出土遺物は少量で図示できるものはなく、所属時期も不明である。

SD1 

調査区東側を南北に走る長さ約 12m、最大幅50cmの溝。深さ 10cm前後と非常に浅く、 ST

1. ST2を切り、中世のi梓SD2に切られている。出土遺物は図示できるものはなく、所属時期も

不明で、ある。

(2) 遺物(第18図一 170 ~ 172 )

遺構検出面から出土した遺物を3点図示した。 170は査の口縁である。口唇部に×印状の飾り

を巡らしている。 171も査で口縁部が強く外反し、口唇部に飾りを施している。 172は瓦質の摺鉢

であり、内面に3-4の条線を持つ。
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第V章まとめ

稗地遺跡からは、今回比較的小規模な調査であったにもかかわらず弥生時代後期後半~古墳時

代初頭の竪穴住居6棟 (ST1--ST6) を中心とする諸遺構ならびに遺物が出土した。以下に遺

機・遺物をまとめてみたい。

1.遺構

6棟の竪穴住居壮は、平面形から2つのタイプに分けることができる。すなわち円形と方形で

あり、 ST1 .3・6が円形に、 ST2・4・5が方形に属する。円形住居祉は床面の外周部を l段高く

したベッド状遺構を有しているところに構造上の第 lの特徴を求めることができる。ベッド状遺

構をもっ竪穴住居社は北部九州、|において弥生時代中期に出現し近畿・瀬戸内地方においては少な

いが、南四国では弥生時代後期後半 (2世紀末ごろ)にいたって登場し、その後古墳時代初頭ま

で多く認められる。 (12) ベッド状遺構の構築技法としては、一旦床面まで掘り下げた後粘土を版

築する方法と、地山部を整形し段を削り出す方法がある。南四国では両者が認められるが、地山

整形の技法を採るものが多い。当遺跡の円形住居壮ではST3が削り出し法、 ST1.6が版築法に

よっている。ベッドの形態はST3・6が壁面に沿って巡っているのに対し、 ST1は六角形に巡

り、住居祉の平面プランとは異なっており他の類例と比較しでも特殊な形態と言えよう。これら

3棟の円形住居祉の床面中央部には炉跡と考えられる中央ビットが付属しているが、 ST卜 6は中

心より南側に寄っている。高知平野の場合、弥生時代後期後半までは中央ピットが床面中央部に

位置しているが、時期が新しくなるにつれて南側に片寄る傾向が認められる。 (13) 本例も同様な

傾向を有している。また中央ピットの平面形が円形から楕円形に変化するのも当該期の一般的な

特徴である。これらの竪穴住居を支える主柱穴は、 ST1においてはベッド部コーナーに6個認め

られるが、 ST3・6については、 SD2に切られていることもあって明確にすることかできなし、

方形住居力Lは円形住居祉に比べて全体的に小規模である。特にST2においてその傾向が著し

い。 ST4・5は方形のベッド部を有している。 ST4のベッド部は北隅で段部が不明瞭となってお

り、構築技法は東側版築、西側は地山成形である。この技法は松ノ木遺跡ST1に類例が見られ

る。(14) またST5の東北壁沿いと ST4の各壁沿いには壁溝が巡っている。

ベッド状遺構については、祭場説・寝床説など諸説があるが、当選跡や南四国における一般的

傾向としては、ベッド構造を有する住居跡が集落内において特別な位置を占めていたと考えられ

るような状況証拠は認められなし、。出土遺物もベッドを持つ住居祉から祭杷行為を示唆するよう

なものは認められなし、。当遺跡においても時期を接する6棟中の5棟までにベッド状遺構が存在

するという事実は、この穫の竪穴住居を弥生時代末から古墳時代初頭にかけての一般的な形態と

して理解するべきであろう。
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第 4 表 南四国におけるベッ ド状遺構を伴う住居祉 (※は推定)
「一一ーー

画，. ベ yド幅
底面から

遺跡名 形態
(ni) 

ベ ノド部形態
(m) 

の;f;さ I.~世筏法 所属時期 出土遺物他

(cm) 

AI 方形 ※33 コの地状又は全悶 0.4-1.6 20 地山成形 古漬初期 ヒピノキ 田

81 円形 63.6 ※全周 0.8・1.0 15 " 弥生後期 ヒピノキ 1. n 

き B2 隅丸方形 ※36 2面は確認 0.8--1.2 35 " イ〉 ヒピノキ E 

DI " ※42 タ 0.7 30 " " " 
トー

林 5T2 不監円形 63.5 三日月状にZ而 般大0.8 10 。 ク " 
回

L田 34A5TI4 4肯l司 ※58 三日月状にl面 最大1.4 40 " " 勾王、 鉄il

田
村 Loc3685TI 円形 24.6 " 愚大0.5 15 i町》

" 
遭

跡 L皿45STI " 
群

31 全周 0.3-0.9 10 " " 

田中地区5T5 今 36.3 ※全周 0.3-0.6 5-20 " " 

5TI 隅丸方形 ※13.8 コの千・状又は全周 0.81-0.98 4-6 " 今

5T3 h 29.27 金周 。師-1.1 2、12 " 今 中央Pが南帯

5T8 隅丸長方形 17.02 2f面 1.25 -1.35 11-17 " 
。 阿波系権入費

5T5 来隅丸長方形 29.9 Z面 0.95-1.52 6、10 • 古噴初期 中央Fが南寄、小型丸底

5T2 来隅丸方形 ※36 コの字状 1.0、1.4 10 版築 " 磁内系般入費

5T5 隅丸方形 楽29.16 コの守.状又は全周 0.9-1.2 15 " " " 

t曽
円形 全周 地山成形 " ~t 5n 50.2 0.6-1.0 5 

5TI0 不~隅丸方形 23.04 コの字状 1.0-2.0 5、10 版襲 " 中央F古マ市街

松
5TI 隅丸方形 25 金周 1.0-1.2 10-15 抱山底思+版'A 弥生後期 中央FがIli栴

ノ

木 5T3 ，シ 47.45 " 1.1-1.9 10、17 版築 " 

5TI 隅丸方形 28.09 " 0.55 -1.08 17 JtI!山成形 4シ

金
地 T2 円形 22.9 コの字状又は全周 1.(同 24 今 " 

5TI 円形 33.2 金周 0.3-1.1 5-15 版集 " ベ yド部は六角形

5T3 今 ※50 コの字状 1.0、1.8 30、40 地山政形 . 
稗

5T4 方形 25 " 0.8前後 5-8 地山底~+版!ri φ 古墳時代に入る可能性あり

地
51"5 今 20.3 全周 0.9-1.0 20 版事車

弥生植剛

~古嶋初剛

5T6 円形 56.7 " 1.0-1.2 15 " 弥生後期

(4) - (11) 
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2.遺物

比較的まとまった遺物を出土したST3出土遺物を中心にまとめてみる。 ST3出土弥生土器の割

合は聾:壷:鉢 r奇杯:その他=10: 6 : 4: 3 : 1であり、受が多数を占める。J!¥は在地系の斐の

中に、明らかに在地賓とは異なる搬入土器がl点含まれる。在地費は例外なく口縁部が「くjの

字状に外反し、胴部は多く長胴砲弾型が推定される。胴部外面は叩きあるいは叩いた後ハケで消

しており、内面のへラ削りは全く認められない。底部は平底も残るが、突出した小さな平底から

丸底を指向している。これに対して搬入土器は口縁部のみの出土ではあるが、土器製作技法が在

地の土器には認められないものである。すなわち、口縁端部を上方へ摘み上げ、内面に横方向の

ハケ調整を施している。胎土良く引き締まり、在地土器か大粒の砂粒を含むのに対して、角閃石

及び雲母片を含んで・濃褐色に発色している。河内地域からの搬入品である。

査は広口査で占められており、口縁部に装飾を施す例 (40~42)が見られる。鉢は小型で、半球

形の椀状を呈するものと浅い皿状のものが大部分を占める。

先学により、南四国の弥生時代後期土器は7期に編年されているが、 (15) ST3は後期7期に当

てはめることカfできょう。

土器以外に注目できる遺物として、鉄器が出土している。 ST3からは6本の鉄鍬茎部、またST

5からは穂摘具と鉄綴・鉄鍛茎部が出土している。鉄鍛は南四国においては弥生時代中期に出現

し、 (16) 後期に至り各集落聞に普及して行く。鉄製稔摘具は北部九州地域からの出土例が知られ

ているが、(17) 該当期の定形品としては県下はじめての出土であり、 ST3から打製の石庖丁4点

が出土していることと考え合わせ興味深い。
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遺物観察表 (第 l表)

LJrt 
;1:祉 2~1町

f申同番号 】聞構i骨当 ~.持 Icml !Nii 拾士色訓 特徴 備 1'，

成任

4 - 1 ST 1 :~~ l可4 0.5-2 mmの妙肢を"む U到部Ijラ yパJJくに強く 外f又寸;;，。口容師は外
12.51 にぷいlIi:栂色 同する聞をなし上に摘みれTる匂内外面共ナテ

副司帳台

'，-2 " " 15.0 0夕、3mmの砂仲そ合む 111;'部711¥主主に外反して損部は l下に肥1<1-j-
14.91 暗色 る。[1日偲は耐をなし11I1{r"口括部及び口柑埼

前I!ナデ縄鞍顕部舛l面は右下がりのハケ調整、

内国は禍方向。ラハケ調整。

今 3 " 4少 21.4 。‘ 、3m"， の砂牧を台む 口持部ラ γパ状に外反して端部は l二十に肥!伊ナ

(2.31 般色 るc [J'ti郎1.1由if.-な L!堕かに門む心口H郎IHJ
U師lUlli慣 Jテ二 件面縦ハケ.内面禍ハケ調

聾L・
少 4 。〉 " 21.-i 05-， 1 mmの砂砲を古むが少ない flJIIMラ"、1kに強〈外反する d 口百ssl.1!'やか

(2.1) 舛前n:ぶいl!!色 に~ tに拡桜され而を.(.:L. ナ r調軒のf多貝投

内刷浅首位色 制Hによる浅い押ワl:tそ巡ら寸 門外出ナデ、 ÎJ

而は r~なハケ.調整を施す

ク 5 '砂 " 25.0 0.5 、 2 mm の砂~を 古むが少止い 円輔占s-j "7 パ;{);に強 く 外反す る 。 口u ~~ J-_ f!こ

(2.21 内外面、E品慣色 肱強 UI般職肱l二Iる文械を巡らすり舛由は右

断面附灰色 「りのハケ調整、内副柵J、ケー郁〈 ヲ耽主 t・

健i正良鮮

。 6 ク " 2.4.0 。湾、2mmのn胞を多く青む 口線邸前輔 『に叫万に開 <0 nl，&&1;1舛向する 1/4満開 Lている

12.11 事E色 面fl.fL 上 F:二位張 L 披状士金施す同 .~輔 1.1 J 

来、内外J1jハケ調瞥、

。 7 " 鉢 Il.O 0.5-.5mmの砂悦を合む 九庇から内向してすらあがり、 n腎部Ij怖かに 町民{f

6.0 lこぶい宿色 内何して frli i-なす D 外曲入念なナT凋~ ~ ::"Jr畑

イ7ドりのハケ調整。指盟副圧瓜をd的る白

1.8 

。 8 タ 4シ 13.5 0ラー-4 mmの砂粒Tt青む A氏から [̂I湾vc在、上がり、 ロ棉絡はややがi
7_2 i~ j)'，符色 同寸る。川村偲IJ出合なす例外I阿ナデ、 IJ.J[制ハ

ケ凋整。 J口頭1正f，H:，.!めるの

。← 9 " 
。 19.0 0.5 --3 mm 1])砂粒を~<古む 'l'1なから内海して立ちあがり 1I時端部Ij微かに

CJ.R にぶい ~'l'，-，ffi色 理~，草して口層部は舛阿 L 掴えなす内 件前ナデ調

輩、端部にハケ日痕を蝿 to1勾1111上半れ in)の

4.6 ハケ調整、下半ナデ調整。 li~ 師に折\1ft).上柄。

今 10 ク 4シ 18.4 1 -_ 3mmの砂粒舎古むが少ない 内均気味に立ちあが句1I性部は九 くおさめる。

17.2) 前灰色 外国楠}jJ川の太し叩H主調竪白内lli]ハケ調較。

。lJ 4シ " 17.4 0.5--3mmの砂粒，0-含む 11組邸内清 U1H部はほぼ功、干の隔を持つ。 叫

1).5) I火白色 l而ハケ調整。内由{，下がりのハケ調整n

今 一 12 4シ ゐ 22.2 0 . 5 、 3mm の砂守~:~事〈古む 口輔副;作かに肥原 [.111.' 部 I~外惜 し て 』田舎なす 匂 '!'.I災桁

(3.5) 子、 ー トを古も 外由ナテ夕、内而省下 ηのハケ調整ι

笹色

今 一 IJ 4シ !I! 0.5、201mの砂牧金事〈古む 1-'縁侃外反L油部怖かに外}jに肥げ して口唇部 外面iJ:V:ける

ヲャ トをきむ は面をな fo外価右下りの I車なハケ調堅、内

外両院嗣色 向ハケ調嘗後+デ。給油圧艇を認めるe

内刷にぷい栂色

ヨー14 " J;f.~ 。5--2mmの砂蛇φ合む 突出した'1'眠から叫反して止もあがる。成邸内 1/2・杷jI，

(2.01 外曲川白色 面仁術刷1子副含有すむ

内面淡泊色

ゐ 15 ぞ》 " 0.5 、 Jmm の曾世~古む多い 突出 した千Iえから l舛方に 立ちあがるn 外山叩

(1.71 に点、ぃ股色 ~ U lio 内而m~/lf:t棋を白占める ら

4・8

~" -16 " " 0夕、 3mmの砂粒ヲレ古む 突出した平1べから制上外 )jに'11ああがる 内外

(2.41 灰白色 IMJl，指of1によるナデ調"""

3.4 

".. -17 " ぞ伊 O.5~ 2mmの砂粒を多く含む 何かに残る、l ' li~ か ら内渇 して '，r_ らあがゐ 。 外耐

(2.31 外出にぷい帽色 叩 3 調整。:J.j 而桁到 fI:偵を 1~す 。

卜τて18 4歩 ぞ〉

内面相色

0.5-3mmの砂粒を多く古ι 上げ底状同日ーから内湾して立らあがる E 内外面 P靖に，'ll，斑イf
14ラ) !火白色 共ナデ縄事長。 JiEð!~I)'1jiii!.i凹みほt.!L1貼打付けて

、、る u

2。

今 19 " " O_5~ 2mmの砂駐を古むが少ない 'l'1，正状底部から上外 }jに内向筑暗に立eうあがる。 T¥斑fi
(弓 6) に，.い担色 叫d出縦及ぴr，下りの叩品調帯。内面rnJillによる

ナヂ。

3.4 
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遺物観察表 (第2表)

111王

r人"'" 1"干高
f場凶骨守 直情番~;- 器崎 Icm) 駐日手 船上色凋 特慣 備考

!在t平

5 -20 ST 1 市:前 外面1火制色 li~ ，ltIから内湾気味 μ;j ちあがる rλ] 由j rJ ll き後縦

8"0 内面にA山首暗色 ハケ。 内 ~O縦方 lùlのナデ凋整。

~， -21 タ " 0"5 、 3mm の砂，~~~ く合む 丸底から内海気味になちあがるて外面ハケ日制 剥鯉磨耗J~に多い

(6"91 チャートを，¥む が妓品。内血右卜 1)0)ハケ調整、底部へ71!;工

惜色 Hによるナデ凋除。
今 22 " " 0"5、3mmの砂粒を合む 丸底と ~I，われる E 内外面ナデ調整。

(4"71 倍色

。-23 " " 0.5-2 mmの砂北を古む 九l高風liiotをもっ。外ifoナテJll臣、内面ハケ調

14"61 府色 "後ナ "r"~。

ヤ - 24 " 4砂 0.5-2 mm の砂 ，.:.:~土台む 1'Ji(舎もつ内 外I白縦，、ケ後 '~ßナテ凋整。 I勺而 部煤ける

(J"01 チヤ←トを古む l拍到圧倒1;.

外面品灰色

3"0 l'illO議前色

φ25 " " oト 1伽 mの砂府r-c否5一 「河f'"r.'電E耳TG万7づ列高官フ、ケ、内由街頭によるナf
IH ) チ ャ ート~合む

にぷい密色

4A 

ク 26 4シ " 0"5、2mmの砂!tを含む 戸市石玄E否両7州制い範ハク、内閣ナ .~.I.~斑11

14"1 ) f'l喋及びチャー卜を古む 7凋整の指2自JljjiをJ!.める。
外面にぶい前栂色

5"0 内面j六白色

。 27 争 " O.5~ 3 mmの砂粒を含む 円帝京丙rf~~約七:rr;;;師宅7丙liJf::íjij"tIこよ 略粍激しい

チャ トを合む るナ F調整。
外面恒色

5"6 内而明柑色

6 -28 ST2 '* 外内詣L面夜灰夜ドlHfE fE 市ナ東デ疋調S'匹F、百内丙[町i一育交部琢ヘとラ併i>"::-r;;;さむ五京~有;1面支 「曹長散しい
(3A) 

6"0 
今一29 " 。 砂f止を含むが'J.'ない 高台胤底部をもち lif滞 I~貼り付け ている。内外 市煤ける

(2"3) 外而!大(1色 国共ナデ'調整。

内l加ににぷい貰担色

6"0 境成良好

， -"10 " 畳 1 L8 砂粒を含むが少ない IJ柑部1'1由iに伎をな して f<ー|の宇状に外反し 外岡煤ける

(4"7) にぷい慌色 [ l'd部は九くおきめる。口線祁外面ナデ、 1*1面

ハケ高岡撃。胸部外面峨方向の叩き調理担、内ifl日ナ

T百四，"，，"

今一31 " " 0.5-3 mmの砂校を合む 丸fえか尖!ι。外価ナデ、件l面禍及びむ下りのハ
(8"7) チャ←トを合む ケ湖事。 腕部中央付近に桁~i恒例が蝉i軒。

恒色

。-32 " " 0.5-3 mmの砂粒を合む 'r'庭から内湾九味:二立ちあがる。内外面i共ナデ
(55) チャ トを含む 調整。

灰荷色

5"8 

" -33 " 鉢 10"0 細砂肢を合むがfむない U縁部内向し口弱郎は九くおさめる。全体ナデ

(6"5) 外面にぷい密色 調聾を施すa

l吋出灰鎚色

， -34 男皆

" 18"0 0"5、3mmの砂胞を多〈合む 口綜白書怖かiニ内角L口容部は内傾してI!Oをなす。

(U)  にぷぃst燈色 外面ナデ調整、内面ハケ調整後続方Ib]のへラ麿

き。

， -35 4砂 " H8  0.5- I mmの砂牧を合む 口械部!'Jかに肥l早して日'a部li外傾して面ふ世 層型耗滋しい

(J"5) 外岡浅首相色 す。王湖墜は全体ナデ調較かa

内面談亦密色

7 -37 ST3 吏 19"6 0.5-2 mm の砂舵~含む 1 H.es7"，パ状に外反し端部は 上方へ摘み 1"げ 軍人品

(2"2) 角l町七 '1:n片を合む ゐ。外耐楠ナf 内l面摘ハケ凋整m

漫制色

今 38 今 ."， 2L2 0.5-5mmの砂粒を合む 円緑郎ラ yパ状に外反し靖郎は上下にmかに肥
(4"5) チャートを合む 1'1する。外而右下りのハケ訓量、 j二泊~~は備ハ

外面没 ~illl色 ケi世横ナデ。内面右十りハケ高整、上端部iよ

内lfo灰白色 暢少デ。

ァ - 39 " " 24"0 砂粒を合むが也、ない 口縄部ラッパJJ.に外反 L場部Lt'Fに鉱弘a.IJ恒
(3"1) 外面iJ1貰紅色 部は面をなす。外而右 Fりのハケ調整、内面ナ

内面笹色 h未T明剛量3。1FI反す06百ば部すiW'三)E:.rt!-:fi子l~ 。ゐ 40 " '・ 20"0 O.5 -~ 3 mmの捗草E菩否F一
( L21 にぷい慣色 rJ界都外傾する拡張された函をなし波状主を施

す。長級1.13 ~匹。全体ナ f調整。

。 41 '. " 20"0 にぷい位色 口頭部謝十状に外反すると思われる。白紙端部

(2.2) は上干に門み日凶部は外傾 fる面をな， L、中央

で交差『る桟い鉱削文Heすの外面右 Fりのハ
ケ調'1'.内面繍ナデ。
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遺物観察表 (第3表)

11径

法九l 2.向

挿凶番号 温情ff込 器悼 Icm) 胴径 胎士色訓 特徹 備考

底1壬

7 -42 ST 3 査 26.2 0.5、2mmの砂粒を含む 1]桔部う yハ松に外反して11，.部は外側したI面

11.8) 浅首相色 をなし上 F の極帽の狭い被状丈を協す。.~線は

2-3'f!。外[面:fiTりのハケ調整、内面繍ナデ

日間整。

" -43 今 ぞ〉 25.0 0.5---3mmの砂粒を多くftむ 口慮部フ yパ長に外反し細部は鉱張L口持部は 制障が怠しい

12.3) チヘ・ー トを合む 耐をなす。外l面左下りのハケ、内面ナ Y調性を

紅色 施す。

8 -44 4 今 12.8 0.5、2mmの砂粒をJ<含む [1柑部ゆるやかに外反しながら立ちあがり口舛

(53) チャートを古む 部'.1.面をなす。外面縦，、ケ、内面右 Fりのハケ

にぶい前I!!色 網整。

今 45 今 J在部 町 、2mm百万fi一日む 平内面Iifかナら内♂tjA(味に立ちあがる。外面縦ハケ、 .I.I.~. .J:経由

(3.2) 淡鈍色 デ調整を施唱。

4.6 

今 46 4シ Gて 0.5、3mmの砂投を合む 丸底~庇郁から内向して立ちあがる 。 外面右下 叩斑Ji

(写71 チャー トを含む り円ハケ訓盤、内面ナデ，寓整。底部外面を"Jlぃ

にぷい111慌色 .('，‘る。

5.0 

" -47 . liJ[oG 0.5-2mm の砂Il:~'・ .J < 古む 干底から約上外方iニ世ちあがる。外面縦ハケ、

(261 外而にぷい前段色 内而ナデ'調~を施す。

内耐灰色

3.8 

。 48 " " 0う--3mmの砂肢を合む {事かに突出した干底から内渇して立ちあがる。 !民国E布
(2.31 チャートを古む 外面左干りの螺能状叩~I=lを残す 。 内面繍且び

灰白色 左ドりのハケ百周較を施す。

4.5 

。 49 。 三X 0.5、2mmの砂uを多く合む 丸庭から内向して立ち上がる。詩型はやや薄い。

(2.7) 賞制色 外面丁寧なナデ調整、内面もナ -J'凋整~肱す@

続成良好 i去さ 5 、 8mm ‘ ."O.5~lmm の爪形加工艇を 20数

本叫すc

争 50 . 聾 16.6 0.5-3 mmの砂ねを合む 日時郁ゆるく外反し円層部は外形する面必なすe

(3.41 チ、 一卜 を古む II¥'i郁を外Jjへ指で摘む内外出縦ハケ、 内面
外面にぷい紅色 右下旬のハケ調整を摘す 。

内副灰色

" -51 " " 16.4 0.5-3mmの砂位を合む 日時部 1<1の宇状に外反し口》部は九くおさ

(7.0) 泌JdQ色 める。口械部外面右 Fりのハケ調整、朋部外面

左トりの叩き調#'。内面は横ヲデ。刷郡上半に

2ヶ所の粘土接合帯を認める。

。 52 " . 20.0 0.5、3mmの砂殺を古む 口縁部「く jの字状に外反し端部は僚かに肥l早

(7.0) 外面にぷい慌色 して口出部は面をなすむ外面右 Fり珪ぴ縦方向

内面浅員恒色 のハケ調整。内l面右下りのハケ調性後一部ナヂ。

• -53 " " 22.3 0.5、3mmの砂性会事〈古む 11暗部 I<Jの宇状に外反し口村部は丸くおさ 府粍散しい

(851 白色 める。

。 54 ゐ " 16.2 0.5--2 mmの砂粒を含む 日制~TI百字玩正h安土百ti-~は九くおさ 吃Itしている

(6.0) I長品位色 める。外面禍方向の叩き調書性。駅部に 古1;ハケ

凋盤。口柑邸内面右下りのハケ調整。刷都内面1

はナテ'。

今 55 " . 16.0 。ラ-2mmの砂肢を合む 円憎部 I< Jの字扶に外反 t..L1H部は外側する
(5.0) 灰向色 面企(r.f'" []属部外価布下旬のハケ 調書座。 ~~ I.~

禍Ii向の叩き。口械部内面は繍ハケ調整。宵1必
に指謹i圧艇を.:2.める。

φ56 。 " 18.0 0.5、2mmの砂慢を.J<合む 刷都内戸'iL日制百了[(-jのす・状に外反する。

(12.5) チャー トを古む 口恒郎は外側 して而をなす。 口 I~部外面は縦ハ

t主演白色 ケ、胸部は繊方向の"[1主調坐後縦ハケ凋館。円

蹴I.G内面 I!慣ハケ、刷部はm訓によるナヂJII~。

頭部及び刷~G ト平に粘土接合帯を t認める 。
φ57 " " 16.8 0.5--2mm白砂粒を合む 口増部を1 < Jの宇品;に外反しU留指IH事かに肥

(521 l皇晶m色 !早し面 なす。口縁部外l闘は治 Fりの入念なハ

ケ調襲、目岡部に慣方向のun~ 目 。 円1<11.11 内f1ñl.t

右下りのハケ調整也 刷部は ナ -r~間集。

タ 58 4砂 " 18.6 0.5--3 mmの砂粒を合む 口組部1< 1の宇状に外反L頭部内面i二績をなす。

(6.11 チャ トを合む 口号部は外傾し面をなす。ロ縁海外面はナデ凋~。

浅員宿色 刷局IJ.叩き調整後 ナTている。内聞はヰ，Fりの

ハケ調整。矧部に粘土lli'合需が胤:1，である。

今 59 ⑮ 4砂 20.0 0.5--2 mmの砂粒を合む 内持した劇部から傾n縁し部とは斜上外万に屈曲して ~lí煤ける

(5.41 チャー トを合む いる 。口'd ~GIJ.外 面を'"す m 外聞に"Jl~ 磨耗が滋しい

灰白色 目損布。胸部内面ー部にハケ目痕を賎すι

今 一 剖 " !iH!I 0.5---2 mmの砂粒を合む 突出した平成から上外方に屯ちあがる。内外面 則斑有

(3.51 外面c~此間色 共ナ Y凋事。底部内面がV字状に凹む。

内面にぷい栂色

3.2 

。 61 " " 0.5-3 mmの砂粒守合む 突出した平成から内湾気味に立ちあがる。外商 .I.J~~布

14.31 信色 丁寧なすデ調整。干端に指jJi圧泌をuす。内面
は右から左への荒い銀康状ハケ調鉄骨摘す。

3.4 
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遺物観察表 (第 4表)

円符

法f止 22高
IWl1'lilj 直構帯" ~， 怜 (cm) 吊・t干 .tfil 色調 特慣 幅 宅

1え任

8 -62 ST .1 fÎ.~~部 O.5~ 3mmの砂t:，を合む '~IH した fほから l 外方に立ちあがる。外面ノ、

12.1 ) チャー卜を合む ケ」岡唱~j見を苑す。内 I佃ハケ止ぴナ デ ill f'i': ç

決黄色

4.9 

， -63 今 ， 0.5 、 3mm の砂柁を~ <合む 突出した y版から)).j(1気味i立ちあがる。内外 1.1.¥1:旺{，

12.8) 外陶浅町恒色 耐共ナデ調整，

内而l火色

2.4 

。 64 " " 0.5、3mmの砂f立を古む '.l IJj;~~底部品、ら 1'1均気味に立ちあがる。 外曲ナ

(25) チ守 -1 を {.~ι テ訓験。内面右下りのハケ戸間，，"01.氏部はl勾副に

以内色 拍I1U土似を践す。
1.0 

今 65 " Î.r~ 十倍 。ト 2mmの砂'"を否むーーす市7て亨有志夜苔牙仁1";両面l耳元頑強?万「一1:~ 1ll 1i 
(20) 手、・← トを合む ある。

l火白色

今 66 " 1ま ~t O . 5 ~ 3 mm の砂 ，-~を事〈古む ‘l'ほからl*l均気味に立ちあがる。内外副jl，IJIM 「前l~激しい
14.7) チTートを古む ィ、認。

悼.o;}{じLユ

2.6 

今 67 ， " 0.5、2mmの砂粒を合ι 平成から内I角交琢T:il'ちあがる。外出縦且ぴ布

15.0) 舟色 トりのハケ網整、内嗣ナデ調聾。

ヤτ←玉石
3.0 

" 今 。弓......3mm の砂軒，:~(古ι l~[J長から内 i苛気味に J ち十がゐ c 外而縦ノ、ヶA

13.9) 外面r̂I'1色 験。内而街頭!上艇が糊J円である u
内出版色

3.0 

タ 69 " " 0.5-3 mmの砂射を多 く合む IJUif"15可丙可哀育て玄ロヨ'.oご拓m"71凋事
15.4) チャートベト合む 1高や~~す。 !).Jil而Ill~によるナ Y凋 "'.0

外闘にぷい前符色

内面Ddオリ ←プ灰色

~.. -70 " " O.S--2 mmの砂投を合む 九聴から内湾弘、球lょ立ち上がる。外商UIIき周嘗 tl.U置有
(62) チャ ートを合心 -，lt;後でナヂている 。 内面ナ f百四唱~ ':.

外出に..;~ぃ ilrffi色

内面灰色

今一71 " ， 0.5--2 mmの砂ねを合む 'p:!吐から十人.;#，j)(~正に古ちあがる。 外i!1i縦ノ、ケ百四

14.0) 外面J:Ii白色 宇、 I止 d~叩いている 。 内閣指l1if干痕が~1!7;。

内面灰色

3.2 
今一72 " 鉢 7.4 0.5-3 mm の砂射を~くさむ 丸吹から内向して立ちあがり、口性百五は丸くお

6 .. 1 チャー トを含む きめるe 外商IJ.椴且ぴ右ドりのハケ調整内内面

外国担色 少デt調整。

!;t;"j回以内色

。 73 " 4シ 10.0 0.5、2mmの砂ねを合む m~、に残る平成から L外h に i内線的に立ちあが

6.7 チャ ー トを古む る 忌 外面IlJlい t:j~ ナデ泊している 。 内 i面右下り

外i而にぷいilrtll色 の螺佳品;J 、ヶ ...~， I，~IXナデている。

内而符色

。 74 . " 10.2 0.5、2mmの腕百百r:;-~ー8可部士葵11B内閣c7し:夜てE面i不~吉f(丙すι?jl外Cて‘ιちあがるE
ーで民有

6.1 チャー トを合む 耐 ttは右 Fが
t生直色 り丹ナヂ、 「宇は在 F'Iの目[1主調整。内面はイI

，，;のハケ摘jf" fi.E~ßLl ナデ訓事。
争 7S " ウ 20.0 0.5-.1 mmの砂粒を合む 口減~~U内i常気味に古ちあがり 渇 ~-B 'i停かに肥

15.0) 淡前色 りーして日経鵠11外側 したl耐をなす。外而峨方向

のu日"凋腰、内閣右干り σ3ハケ調監を摘Y。
「すて 76 " " IS.O 0.5 、 3 nlffi の砂粒~~(古む 九定から内向して立ちあが均円底部は丸くおき

9.4 I見晶、特色 める。外商不定方向的荒いナデ鯛)1'，.内面JI;!上

'1が右 Fりのハケ調撃、下半は'1'7'，調"を施す。

4シ 77 " " 14.0 0.5-3mmの砂判長 吉む 内均気味に立ちあがり 口岩部は丸くおさめる白

13.5) チャートをfTむ 外血ナデ白調整、内面は右下りのハケ調坐。

恒色

ゐ 78 " " 12.4 0.5、 2mmの砂tIT"'，I't，
←

Iて有毒(刷百、;r;に丙面丙をτなマすコ。f外F而FFi半RはEナ臨デ凋:~Ij 内矧し6.2 にぷぃJli符色 晩、 下半

。 79 今 " 12.0 。宅、3mmO)砂tH-1H古むh丸I叩 き綱室。 内面は右下りのハケ調教を~-r 。

Sをから内湾Lて立ちあがり、 ui'i$は九くお
6.2 チャー トを含む さめる。外面上半は右下りのハケ凋陸艇を践し

北町板色 F半はナT調整。内I!O上半は右下りのハケ訓整

h下]噌宇1.1ナデ凋態。。 80 。 . 23.0 0.5、2mmの砂粒を合む 部内向し端部は怖かに:t'!1平寸る。デ口てIJ
い

Z.sるは
。(6.5) l穴白色 l面をなし凹む。外面叩き調整後一部ナ

件HlIハケ調整後ナデ調整を施す内
今自l " " 23.5 0.5 、 2mm の砂t~を合む 日暗部内汚し口悩部は外傾する面をなす。外1M

(6引 にふ~1..、何色 1'"がりの叩き 1調整'"!"'J而i布 Fりのハケ訓繋後

縦方向の細いへ?磨きを摘す。
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遺物観察表 (第5表)

Lllt 
t去最器高

1oI'lm書号 遺構.せ 協仲 (cm) 事H理 胎土色調 特徴 情CIj

成径

9 -82 ST 3 高杯 制砂f立を合む 立ちよがり部外面1;1稜をなし 1I輔部は外反する。

(5.81 外i画灰白色 ロit部外簡は丁寧なナY凋控d 立ち tがり部以
内向戊前偲色 トは繍ナデ。内面11ィ、定方向のナデ調整。リち

卜がり邸に粘上掩合管を占める。

• -8J 今 " 細砂位を合む If認は内i均して立ちあがり半球形ik~ 呈する 。

(7.51 i昆!{(慌色 判、$内外面は丁寧なヘヲ栴きをliHo胸部外面

1;1縦ハケ後ヘヲ轡き、内面は繍ハケ調書性。軍1部

外1，¥)に短い左 Fりのへラ状ifi.体による凋撃1$1布。
J~ -84 " . 細砂粒~含む 止さく 慌が広がり4干しを寄っと思われる。外面 指入品の可能性，f，

(2.2) 哩lUj色 ナデ調整後、細いヘラ状上f!で検11砕lに時文if，

焼成良好 円高鞍を施す。内面ハケ調整後 部ナデ泊予。

17.8 了、母片をt世M:古む
。-H5 " 。 l、4mm町砂t;，を多く古も 円柱状で脚僻部は「ノ、」のす状に外反する。何、 耳守粍撒しい

(6.81 チャ ー ト全企む とのIII合部に指頭汗慌が残るe内面1.1サデ鋼鉄。
決黄色

10-1伺 ST4 』重 17.6 外国にぷい前担色 口H~官はヲッパ状に外反して描 3ßI ;1 上へ繍み上 P骨耗d世しい
(4.41 内回晶灰色 げるorlH部はUlIをな Lti下りの門鍬世間関に

巡らす占

キー 101 勿 4シ 0.5、2mmの砂肢を多く古む )LI在からゆるく上外方にウちあがるe外l而叩き
(2υ) 外面にA川、員IC.色 i調整II!を残 1門

内面灰白色

ゆ 102 " II! 11.8 0.5、2mmの妙粧を多くさむ I_J緑郎 1< J の字t\に強 〈 外反 l- U~~部 l.t丸〈

(3.6) 鐙色 | おさめる。外酬ナデ、内面ナ ヂ調整を肘。

今一103 ろシ " 10.4 0.5、2mmの砂駐を合む 刷邸内向して立ちあがり日鋭部は『くjの字状

(7.3) 外面戊前恒色 iこゆる く屈曲して外反する。日時$I.t外傾した

内面l六白色 而全なす。外面荒いナ T、下績に叩き網整艇が

処る。rl維部内面は正i下りのハケJ司令、車問相内
面ナヂ。

φ-104 " 。 13.4 0.5--1 rnmの砂粒を古ι 口縁部 f<Jのq:t主に外反し円何百BI.I丸くおさ 府民している

(9.6) 外面にぷい笹色 める 9 外面叩品調整の後すデ消している。内面

内回悩'i'<色 上半ナデ調整。卜半へラ松原体によるナヂ調整。

串 105 " " 18.6 0.5、2mm町砂胞を多く合む 日ti部内面に慢をなして r< Jの:ド状に外反L 外面が一郎煤ける

( 14.8) にぷいlIi燈色 口り部は丸くおさめる。最大径を '1'1主より lに

23υ 山す。口械部外面慣ナ;戸、胴部外出京下 りの太

ぃnp，事訓事実で一部1主に縦ハケを施す。UI.t都内
面横ナf、胸部内面上半は右下旬のハケ、 トード

1;1縦方向の荒いハケ調整で一品桁ナデ。制部上

半に粘土様合:rr;.が幽若である"

ク 1助 " l正出 0.5、3mmの砂t立を事〈古む fやかに突出 した丸底から内湾 して立ちlがる。 .'，t}，斑有

(8.7) 外国にぷい晶、m色 外刷不定方向の叩き測候後-$ナデ凋象。内Uc

内耐尚灰色 民いナT，調整。街頭圧制H<残す。
今 107 ， 担旨 0.5、3mmの砂殺を古む 押 し摘したような干威から斜上外力に立ちあが ;.1!.斑{，

(4.0) 外耐にぷい白色 る号外面繍方向の叩き凋象。l勾而傾r、ケ、 F鳩

内面1火色 iこl:l指珂l圧娘が顕'l'.'である p

4.2 

， -108 " ろ歩 0.5、2mmの砂較を合む F端が主右に肥['1した高台師、 "~部か ら上外方に :J:'斑イf

(2.81 にぶい!{(慣色 立ちあがる。外面ハケ、 l久liJnナヂ調書問、t口¥ili仕
般を残すa

5.2 

" -109 ， " 0.5、3mmの砂粒を多く古む 平底から斜上外}jに立ちあがる。外面楠"hrtijの

(3.51 チャートを古む 叩き調整後縦ハケで消している。 内面横ハケ後

外耐灰白色 部ナi"調整を施ナ。 Jifff'告をU[Iいて」品。

2.4 内聞灰色

11-110 " ，~ 13υ 0.5、 1mmのI砂粒守合む 球形的綱部から[J紙面軍ゆる〈外反 して内面に健

(5.0) 桓色 や持つa 口括部をよへ強 〈摘み kげる。円緑部
外泊l強い横ナデ、動部損力向のへラ府き、月副都

は右 H のへラ掛さを錯す凶内面は全体強い横
ナT。

。-111 4シ 鉢 8.0 0.5 、 3 mm の砂f宣告~ < 古む 腕邸内向し口械部は上方へ立 ちあがる。口柱部

(4.0) 外面笹色 l.t上へ摘み」げ位をなす。内外泊共す 7・凋撃。

内面t足首極色
。-112 4砂 争〉 17.2 0.5-5mm の砂t~を合む 作かに鈍る平成から内向して 立ちあがる。口伝

10.1 チャ ー トを合む 部は九くおきめるe内外面共ナデ調絵。

外而担色

2.4 内面に，1:ぃ品恒色

" -113 " る〉 34.8 0.5-2 mmの砂粒骨合む よ型の鉢oWi端部はやや立ち気味でLl容部1.1 Ir<IIH， 
(4.41 紅色 九〈おさめる。外商強い横ナヂ後右下りのへラ

噛喜、内面楠ナデ凋E症を』唱すa
12-117 ST 5 ィ， 12.2 細砂t立を合む ロ縁部 E外反した後直立気味に立ちあがる。

(2.8) 決前色 口容部は丸くおさめる。 1-1線価摘んで強い摘す

デ。内外面共指曜11土IUを認める。

ァ -118 " 4シ 12.8 制砂粒を含む 体部一日外Hへ由)，‘た後は械部よ万に世ちあが
(J.O) T量前担色 ，)、細部iif曜かに外反する。U恒部は九くおさ

める。U械部摘んで強い機ナデを施す。内外而

共に指ãt8:痕がiIî~である 。
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遺物観察表 (第6表)

IJl王

i1世器 f~:j

r~凶冊り ，ft構骨り 日五 柑 Icm) I.~i手 和 l 色調 特慣 情司3

!i(i壬

12 -119 ST5 吏 17.6 細砂軌を合む 口材部[く Iのす状に外反し端都を上に摘むp -~ßWける

(26) i直弘j色 円柱部は九くおさめている。頭部lλJ由に鋭い権 般入品

角閃fi. '!:tJ片を合む をなすハ全体 l事なナT凋性。

" -120 '砂 百 21.4 0.5下 2mmの砂軌をffむ 日締結アッパ状に外反し円柱部は外均して血を

(3.8) チベ トル合む なす。 口杉部横ナデa 外面ややお下りのハケ凋

にぷい栂色 字、内踊ナグ調襲。

" -121 ろ少 " 0.5--3mm の砂 f_~~ 1\'む 九成腰、成部地‘ら内向してたちあがり球形の艇部 ，I.t，~. 1:唖千?

112.0) ヂャ トを"む を持つ。外出縦ハケ後ヘラ磨きを施す。内面ト

20.0 外由にぷい相色 指 I~ ナ ヂ淘襲。 n'，は繍且ぴイ』下りのハケ』性

内面灰色 を臨すu

争 122 " ~ 0.5-3 mmの砂粒を合む 、i・1ιから内均して合ちあがるe外面縦ハケ淵望書。

113.21 チベ トを合む 内面上半は縦ハケ、 下半IJ右から在への慣ハケ

16.0 に.V.し‘員宿色 を施す。

2.6 

ゥ 123 ， . 0.5-2 mmの砂料亭合ι 平成から内汚気味に立ちあがる。外面禍方向の 外『斑有

15.21 灰白色 Ullt，凋整後縦ハケ、内面縦方lilJのナi'，.II整を施

す。

3.2 

1) -124 . 子問 u:; 4.2 外耐灰1'1色 干成。〉杯別手控土器で口uの '~ßが目1tr， 内外
5.6 内面オリ プ町色 面Jliに指揃圧倒をdめるが椅に外面に顕再ーであ

るノ胸部下端を指珂lで絞コている。

4.3 

キ 125 " 山'd不 0.5 、 3mm の砂粒を~<合む 車庫古事 fハjの宇拡に聞き 41しゃ外から内に阿か 制R匹敵しい
15.1) チャ トを合む って穿つ。 端部1:1丸くおさめる a 外面積}j向の

:長貨車E色 npき刷象後荒いす F調整。一部に"，，¥'1後粘土を
11.4 貼付けている。内函ナデJI盤。

14-129 5T6 '~:1. 26.0 0.5、3mmの砂粒を多く古む 11柑部ラ yノ、状に外反 L稲部は鉱秘して口持部

13.9) チベ トを含む は外貿寸る耐をなす。口線端部IJ慣ナテ。外l面

にr;'.lw‘短色 右下りのハケ調整、内面慣ハケ調整。

" -1)0 '・ 。 34.6 0.5、2mmの砂較を多く古む 口械部水平近く外反する。I1唇部1:1外傾する恥i :.I~斑右

(3 1) チヘ・ トを {i;む 広い面をなし液状文を肱す、条線は 4$0 
白色 れ而ナデ調整。内面ナデ調整、一部ヘラ暗主。

+一 131 " li!;es O.~~3mm 円砂粒を多く含む }jに';Eみ突出した干底かι内湾して立ちあが

(3.4) チャ トを合む 品。外面ナT調整.内面ハケ凋整。庇部外而l
極色 不置の!壬取を妓す。

4.4 

。 132 " " 0.5、3mmの砂粒を善之:;fG"111:\弓:IÍf;j-;王子手TTW:lic正:，'[f，瓦百;~;:-~百円戸一 !現存一一一一一一

(3.6) 外面相色 調整、内而楓ハケ刈撃。

内面灰白色

6.2 

" -133 " " O.5~ 2 mmの砂粒を合む 'FJi，から針I外hに立ちあがる。外面ナデQ
12.5) チャートを合む 内面ハケ調整、一部後でナ Tている。

t壬前倍色

4.0 

ク 134 。 " O.5~ 2 mmの砂ね全合む 干!年か句内i耳気味に >r.t.，あがるハ外出ナデ、内
11.9) 浅首相色 1mハケ調整。

4.0 

。-135 。 " 05、3mmの砂粒を多〈合む 干威から内i骨気味に上外方にすちあがる。外国

15.1) チセ トを含む 叩き綱件後ナ ディ門 L ている。 I，~部も叩し首ている c

外而/t(白色 内面右 FりのナテA整を施す。
5.0 内面!火色

『

15 -136 " 鉢 12.0 0.5 -~2mm の砂艇を事 〈合わ 丸庭かり内情して立ちあがる。口年五おは九くお 磨耗してし、る

(3.9) チャートを合む さめる。全体ナデ調整。

鐙色

" -137 " . 16.8 0.5-3mmの砂Il:を多く古む 丸庇か句内m~~味に守ちあがり口容部は外側し

6.6 チペ←トを合む た珂をなす。外面右下旬のハケ凋整。内面上半

r主I削暗色 はハケ問盤、 F半は指蝦によるナ T凋整。

" -138 ， 
ク 25.0 細砂1<を合むかJ，'ない r"ii宵気味に立ちあがり日村部は停かに面をな十。

(70) 没前特色 外面ナデ調型性、 ト半にハケ調整担~残す。内面

一部ハケJlf.'残るが全体ナテ凋整。

" -139 " " 12.8 細企i>Vを苫むが，;、ない 丸底から内湾気味に立ちあがり 11'tf部は九くお

(5.6) 没3i.fl1色 さめる。全体ナデ調!'を紘一寸。

" -140 " 高杯 0.5、2mmの砂粒を含む 維が[ハ」の宇状に開き端部1:1内傾する面をな

(6.0) にぷい疏111色 す。 4干しを牢っと思われるc外国縦方向のI寧
なヘラ府主、内面繍ナデを腕す。

15.2 

守一 141 " " O. .5~ 3 mmの砂粒を合む |ハ」の守lJ(に張り出す脚坊を ~I すると思われ

13.81 チャートを含む るQ 杯却と胸部の指合部に粘土帯を振り付けへ

決前色 ~ イヲL状底工かJらJ，胴で押が抜さえらずていに顕る。部内に外至面る。共屈ナ曲デ調整。
16-142 SK 3 ~ 11.7 0.5-3 mmの砂粒を古む 部内面 ~.I.~JJI有

10句 にぷいm色 は丸いところと稜をなすところがある。口禄剖i

まで叩き出し外面叩き後口紙怖のみ縦ハケ。内

出右 F句及び横1占のハケ、底部強い指ナデc
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遺物観察表 (第7表)

11径

法世器布

1+，，)番号 遺構番q 搭骨 (crn) 腕径 自白ト 色調 特徴 備 IJ
底径

16-14) SK 3 l'- 12.2 0.5 、 "mm の砂殺を暑 く~む n隊都 fく]のす状に外反し内面に丸Ptのある

13.8 外i面浅~im色 授をもっo rJ管部は比較的丁曜に商取る。Ll[苧

12.7 l司而iこぶぃ権色 と~$般大径がほぼJh1仁。 柄部外面叩き+Iil.ハ
2.2 ケ， T半は叩きがすべてハケで i~l きれている む

内面上半は布下りのハケ、 n'.11ヘラ削りトすず。

φ144 " 'iJ. 11.6 0.5 、 3mm の砂投を~ く古む 剥聴しているが尖焼から立ちあがり硲J形町胸部

29.0 チャートを古む をもっε 頭部はわずかに内向気味に立ちあがり

15.8 外面に.1'い栂色 Ilii部外面は九味を帯び内面IJ向抜品。口湖部

内面4音色 外面は;千，-fりのハケ網整後(;下り及び繍刊のへ

フ麿き、目阿部Il縦及び右 f'Jのハケ綱撃後縦且

ぴ七下りの I一軍なヘラ麿主。日新都内而は右「

りのハケ凋事後続のヘラ駒き。道部付近!J..j外面

は量終段階で楠ナデ。体部内面上'f'に粘土併の

単位(幅1.5~ 2.0cm) を明瞭に見る ことができ

る。 f半はナ戸の卜地に下から上へのヘラ問1)~ 

のあった可能性大。

今 -145 ク 鉢 12.6 0.5 、 3 mm の砂t~~ を合む 内汚して立ちあがり端部はほとんど正A換。外
(3.6) チャート守合む 而ナ .，1調整でヒピ割れt';の亀裂がへるι1"1面右

決黄色 卜りの強いハケ調整。

。 146 " " 1.1.0 0.5、3mmの砂位を事<1¥'む 九去から内t脅して ιちあがり、中位からよが忽
5.5 チャートを含む に漕くなる。外面縦ハケの七世ナデている。内

決慣色 面~， tは布 rりのハケ、下宇はナヂ6司祭。

。 147 . 哩匝 14.4 0.5、3mmの砂砲を多く合b 口唇舗を摘んで慣に T-rている。外商縦ハケ、
(4.2) チャー トを含む 内面布十りのハケ渇俸を掠-t伊

極色

今 一 148 '. ''-':~ 16.8 0.5、3mmの砂t.を企む 1I増端部は ~I 上外方に立ちあがる。 U除却に

(24) チャート~含む 1占上をつぎ足している。

4置色
". -149 '. l'- 17.6 O.S.....3mmの砂粒号事く古む 日縁部外反し端部はjーに情み上げて商取り して

(30) チャートを合む いる。内外国1共強い横ナデ。下緬古Bが綬口柑で

Y皇賞笹色 剥離し亡いるE

~， -130 SK 1 I師'I'i 11.8 細砂肢を合む 底部から斜上外方に比ちあがりロ柑t.Hi作かに

土器 4.0 t世鮒担色 外，x-tる。口回部は丸くおさめる。 1"1外而共

杯 ナデ調整、端部は繍ナデ，j首¥11圧艇を認める。

， -151 砂 " 12.2 細砂粒を古む 口地部俺かに段をも って外反L口唇怖は丸くお

2.8 1主前j!1色 きめる。内外而共ナ T調察、 1~部 1:摘ん で強い

横ナデを腕す凶外l面に指茸11上療が胤:1iであるa

..， -152 '. 瓦l'l 20.6 紺砂粒をfTむ 内均する刷 ~ßから 11械部 11ゆる く外反する。円

鍋 (5.4) l火白色 梧，~は怖かに外傾して面をなす。1:体禍ナ T"rJ町

盤.
..， -153 4シ 瓦質 制砂粒を多く古む 断面わずかに拘円を?す。 全体煤ける

鍋拘 (6.5) 硝灰色

17 -154 P7 青磁 16.6 柏町発色は崎肯緑色 l主おの綜肉 li!~引 く nH部{明治、に外反し端部IJ 丸

(1) 機 7.2 味をもっておさめる。向台は漸iul凶向で向台郎

(2) );1ft且びその1"1$は露胎である。外面白面宜、内

6.0 !面並び見込みに;ifi華文を!j¥す。

， -155 。 土師質 8.6 細砂舵を古む 成.%から外反して立ちあがり fJ特色Eは丸 くおさ
士2， 1.4 符色 める。内外面共働ナデ;JI~ を施す。 l在日5外面I.t

Is 向転品切り 。

5.2 

争 156 P5 瓦質 16.2 細砂粒を多く古む 内均しながら立ちあがりLli.':'j6rくjの字状に

鍋 (7.0) 淡町色 外 J"i，.する。口脳部は外側する耐をなし訓話内面

は九時をも っ。内外j~ナデ訓唱h 外面指到庄似

がWil'，である E

。-157 P6 高杯 0.5、2mm円砂粒を多く合む 催が「ノ、」の￥・i¥に広がる胸部。外出「寧なナ 113綿服している

( 10，)) 位色 デ訓整。内昂縦穴が貫通しているG

" -158 SD2 Jifr.s 0.5、 lmmの砂粒を吉む 突出した平成から斜).外方に可ちあがる。外 J共斑干i

(.1.3) に.r-い前担色 0[1噛{中の"11きょ川瞥、内面ノ、ヶ凋供。

4.2 

， -159 。 " 細砂粒を含む 平正かり内向気味に刃ちあがる。外函布下りの ~ J.'，斑有
(2，)) E色 ハケ日娘を残す。l*i尚ナT凋車。

4.2 

タ 160 " 争 0.5、2mmの砂艇を多〈合む 予定から内i苛気味に斜上外方に立ちあがる。外

(6.3) 外而iJlilil!l色 1面咽 };I白jのA.ぃIIPき凋撃後一古車両証ハケ。内面荒
内面灰向色 いナデ、指弧圧艇が顕著である。

7.0 

。 161 " 4砂 0.5、2mmの砂1立を古む 平2量全 もつ。 外面縦ハケ，(fj!"成部を"11<、てい ，':E耳有
(4. [) チャートを合む る。内閣ナテ凋軒。

灰色

6.2 



40 

遺物観察表 (第8表)

utf 

法世器高

t.間帯号 遺構帯百 器神 Icml 1IIt圭 胎士色調 特i1t 悔考

ルモ11'

17 -162 SD2 士師質 15.8 0.5--1 mmの砂粒を古む 内情して立ちあがり円緑部{;;かに外反する。口

上器 (3.01 に~:I"、恒色 杯郎(.t丸くおさめる q 内外周共ナデ調性。

杯

。.-163 " 20.4 0.5-2 mmの砂粒を合む 口械部ゆる く外反し口悩摘は外制 した幅広い而

" 15.41 にぷぃb奇怪色 をなす。外i(ti右 Fりのハケ凋鉄、端部慣ナデ。
ulot部内面ハケ調検。高岸部1.1ナr"f.岡部内I日li

鍋 .tIFりのハケ訓識を地す 。
今 164 SD3 底部 0.5、3mmの砂舵を合む lU、に突出した'1'成をもっ。外面サデ、内面〈

13.41 r里民恒色 ラナヂ一部ハケ調子。

3.2 

.... -165 " 4歩 (J.~、 2mm の砂粒 t多 く古む 突出した上げ底風庇郎。外商左下りの螺民1);"11

13.51 にぷい111色 き倒撃。内面ハケ調整を施すe

5.2 

" -166 . " 0.5、3mmの砂肢をj'， (合む 上げ底臥平時をもつら内外出jセヘ 7jJ;工具じよ

13.1) 外面浅品色 るナヂl調態。

内面オリープ;'.I.~色

4.7 

今 167 " . 0.5、 2mm[色町静買を多〈青む 強かに姥る平底から内向して立ちあがる。内面

(6.7) 外面決前 不~}j仲]のハケ調?院、 一部ナヂ調象。 内面ナテ

lJ.lltl同灰色 凋古里。

• -168 " tM干 O.5~ 1 mmの砂粒ル合むが 白隠:liI大きく外反する。口緑端部は欠如してい 億人品の可能性有

15.2) 少ない る，1内外1師共ハケ調整の卜織の lーにヘラ麿きを

にぷい担色 施す。方向は外耐上半右 F旬、頭部li桶ftL、下

悦成良好 半は縦。l'司闘は縦}j向。

， -169 ぞ》 瓦質 1 J.2 細砂t~を含む 口縁部ゆるやかに外反し口容部は悩広い闘をな

続 14.2) 灰色 す3 全体ナ y凋整。

18 -170 包合桝 a世 19.0 0.5、 2mmの砂粒を多〈合む 口械部ラ γハjJ;に外反し口村部停泊、に内側する 曜き粍激しい

13.71 i皇商担色 面をなす。I.lH部を飾っている M

" -171 与 " 26.8 0.5、2mmの砂I止を事〈古里r 口械部ラ yパ状に強〈外1JtL.口凶tHは外側した 峡粍激しい

15.81 桓色 闘をな f。口ijtiSを飾っている。

" -172 " 九百 26.0 細砂粒~合む I1緑2直前横ハケi凋1¥'，長線は3-l¥ ~匹。

倒鉢 (4.81 灰色



写真図版
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写真 l

発掘調査区全景

発掘調査風景 (ST4) 
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写真2

ST 1完掘状態(東から)

ST 1ベット部セクション(東から)
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写真3

ST2検出状態(東から)

ST3検出状態(東から)
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写真4

ST3完掘状態(東から)

ST3内SD2セクション(東から)
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写真5

ST3遺物出土状態

ST3遺物出土状態



46 

写真6

ST4完掘状態(南から)

ST4遺物出土状態
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写真7

ST5完掘状態

ST5遺物出土状態
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写真8

ST5遺物出土状態

ST5遺物出土状態
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写真9

ST6完掘状態(西から)

ST6北壁セクション
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写真10

SD2東壁セクション (D7区)

SK 1完掘状態(北から)
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写真11

SK3遺物出土状態(北から)

P5遺物出土状態
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写真12

P7遺物出土状態

包含層遺物(172) 出土状態
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写真13

4 

..， 

コ

7 

お

ST 1出土遺物
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写真14

-10 

-1-1 

-11 

57 

ST3出土遺物
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写真15

73 74 

76 7X 

民ヌ

ST3出土遺物
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写真16

12-+ 

ST4・5出土遺物
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131 

151 

16お

57 

写真17

130 

1.l7 

167 

172 

ST5・6、SK1、SD3、包含層出土遺物
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写真18

l-l:! I-lJ 

SK3出土遺物

l-l-l 
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写真19

l)..f 

P7出土遺物 155 
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93 

写真20

野穂燃本駒場調-‘ ... 二.~~広野a[ -、.ヅ了、I写羽

討9

暢揮し護河l-がヂ以-

88 

..  勾九!司・l，.λ.・-司|
JJmiケ'UJJJ.V~

ST3出土石器(石包丁・砥石)
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写真21

12X 

12 司3 14 守5 吋S 1フ 18

-1301 

126 

ST3・5出土鉄器(鉄製穂摘具・鉄鍛)
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